
 

 

 
プラスチックは、安価で便利であることから、私たちの生活に欠

かせないものとなっています。その一方で、ポイ捨てなどにより適

正に処理されず、河川などから海に流出したプラスチックによる海

洋汚染が地球規模で広がっており、生態系へ深刻な影響を与えるこ

とが懸念されています。 

こうした問題の解決に向けては、私たち一人ひとりが身近な問題

として受け止め、日常生活の中でできることから取り組み、プラス

チックとうまく付き合っていくことが重要です。 

このため、守口市、門真市、守口門真商工会議所では、市民、事

業者、団体と協働し、３Ｒ（リデュース・リユ－ス・リサイクル）

の推進や使い捨てプラスチック製品の使用削減、ごみのポイ捨て防

止などに取り組むことで、プラスチックごみゼロを目指します。 
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